
１ 総説 

1 

１ 沿革 

筑西市は、平成１７年３月２８日に旧下館市、旧真壁郡の関城町、明野町、協和町

の１市３町が合併して誕生した。万葉集にも歌われている筑波山の西側に位置し、風

光明媚で豊かな自然環境に抱かれた人口約１０万３千人の茨城県西部の中核都市で

ある。 

旧下館市は、古くは桓武天皇の天応元年（７８１年）、藤原魚名が奥州に備え三館

（上館、中館、下館）を築いたといわれ、天慶３年（９４０年）の平将門の乱のとき

下野より起った藤原秀郷（藤原魚名の子孫）が下館に拠り将門追討の軍を進めたとい

う。天永２年（１１１１年）に藤原実宗が常陸介となり伊佐荘中村（今の中舘）に住

み伊佐氏を名のり、子孫の朝宗が伊達氏の祖となった。南北朝時代の興国４年（１３

４３年）、一族の伊達行朝は南朝に組し足利尊氏と戦い落城し以来廃城となった。文

明１０年（１４７８年）に陸奥岩城水谷（福島県いわき市）から出た水谷勝氏が結城

氏広（結城１４代）より独立下館城主となり、寛永１６年（１６３９年）、８代勝隆

が備中成羽（現岡山県高梁市）へ移封されるまで１６０年間戦国大名として領内経営

にあたり下館の今日の基礎をつくった。水谷氏移封後は水戸徳川頼房の子、松平頼重

が城主となったが、僅か２年で讃岐高松（香川県高松市）に移封となり、以後は代官

政治や増山氏、黒田氏の城主の後をうけて、享保１７年（１７３２年）、石川総茂が

伊勢国神戸（三重県鈴鹿市）より入封２万石の城主となり、１３７年を経て９代総管

の時に明治維新となった。明治１７年の自由民権運動には自由党員の決起があり、加

波山事件の発端の地でもある。一方文化面では俳人与謝蕪村が青年時代約１０年にわ

たりこの地方を中心に修行している。又陶芸界の巨匠板谷波山、洋画家の森田茂も下

館に生まれている。明治以後県西地方の商工業の中心地として発展し、隣接８ケ村と

の合併を経て昭和２９年３月１５日に市制施行し、下館市が誕生した。 

旧関城町は、鬼怒川と小貝川に挟まれた地形で古くは沿岸の文化が特に開けており、

現在県指定文化財となっている船玉古墳にその面影をみることができる。一方、小貝

川の沿岸地方は、黒子高台の下から鳥羽の淡海が広がり、沿岸に住家が点在し、淡海

から食糧を得て生活を営んでいたと思われる。中世には、関舘に関城が築城され、南

北朝時代、北朝方の「足利尊氏」の軍勢と南朝方にくみした関城主「関宗祐」が激し

く戦い、その間関城に赴いた南朝の重臣「北畠親房」が関城において「神皇正統記」

を完成したと伝えられている。江戸時代は、多くが旗本の領地となり、天領・寺領・

各藩領と入り乱れてその支配は複雑化しており、主な産業は農業であったが、鬼怒川

沿岸地帯は養蚕が盛んで絹織物の生産も盛んに行われていた。しかし、村と村の貧富

差が甚だしく疲弊を建て直すために「二宮尊徳」が花田に来村し、荒地起耕や新田開

発を重点に３年間にわたり仕法を行っており、この頃に特産となった梨の栽培も始め 
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られた。明治に至り、旧来の村が合併して関本町、河内村、黒子村の新しい町村が誕

生した。養蚕業は絹織物と共に盛んになり、梨の栽培は漸次隆盛の一途を辿り明治３

７年には当時画期的な共同販売組織がつくられた。その後、昭和３１年８月１日に関

本町、河内村、黒子村の１町２村の合併により、関城町が誕生した。 

旧明野町は、倉持遺跡などから貝塚や土器が発見されたように縄文時代より早くか

ら開け、古代は狩や鳥羽の淡海での漁業が生活の中心であった。大和国家が成立した

４世紀頃は新治国に属し、大化の改新以後は常陸国新治郡、白壁郡を経て延暦年間に

真壁郡と改称された。平安時代は平将門にかかわる伝承が多く、平国香の墓が東石田

にあり、承平の乱や天慶の乱の中心地であった。また、当時は石田荘、村田荘、大村

荘、田中荘といった荘園が発達していた。南北朝時代は、小田、関、下妻、結城氏な

どの支配下におかれており、海老ケ島城は海老原右近将監輝朝によって築かれ、佐竹

氏の援助を受けた宍戸義長が文禄４年（１５６１年）に入城してこの地域を整備した。

江戸時代に入るとこの地域は天領や旗本領になり、代官や知行によって治められ、支

配者が異なる相給が殆どであった中でも名主、組頭、組が組織され、農民同志が援助

しあう自治制度が確立していた。１８６８年の大政奉還後、常陸県、若森県を経て茨

城県に編入され、明治時代中期の市町村制施行により、大村、上野村、鳥羽村、村田

村、長讃村が誕生した。その後、大村が町制施行したのち長讃村の一部を編入（一部

は真壁町に編入）し、昭和２９年１１月３日にこの１町３村が合併して明野町が誕生

した。 

旧協和町における歴史はおよそ１万年前の無土器時代にまで遡り、縄文、弥生・古

墳時代へと北部の小栗台地を中心として人々の生活が営まれ、集落跡、古墳群等の数

多くの遺跡が残されている。その後、崇人天皇の御代比奈良珠命が東国平定に派遣さ

れ、この子孫が新治の国つくりとして地域一帯を治めていた。律令時代には、出雲の

臣の族が新治国の成朝に任命され、大化の改新の詔が下り律令国家が成立した。和銅

年間に常陸国新治郡となり、奈良時代には町の東端古郡の丘に新治郡大領の郡衙（郡

役所）や新治寺が建立され、政治・経済・文化の中心として栄えた。保延２年（１１

３６年）には伊勢神宮の御厨領となり、小栗判官満重が地頭職となって治めていた。

戦国時代になると伊勢御厨の機能は消滅し、太閤検地により新治郡は消滅した。江戸

時代は支配関係が複雑化し、大名や旗本の知行領として明治に至った。明治２２年の

市町村制施行により、古里村、新治村、小栗村が誕生した。また、水戸線が開通し、

明治２９年に新治駅が建設され、町発展の重要な交通機関となった。昭和２９年１２

月には町村合併促進法に基づき、３村が合併して協和村が誕生し、さらに昭和３９年

１２月１日に町制を施行し、協和町となった。 
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２　位置

３　土地
平成２８年１月１日現在 

最　高 最　低

205.30 15 20 200 20

資料：課税課

４　地目別土地面積

年 田 畑 宅 地 山 林 原 野 雑種地 その他 西暦

平成２６年 65.99 52.30 31.68 13.12 0.82 9.50 31.77 2014

平成２７年 65.92 52.04 31.62 12.94 0.81 10.08 31.75 2015

平成２８年 65.88 51.85 31.66 12.86 0.80 10.34 31.91 2016

注）四捨五入の関係上、合計が総面積と一致しない。

５　気象

平　均 最　高 最　低 平均風速 最多風向

平成２６年 13.9 36.2 -10.0 2.3 北） 1,317.5 2014

平成２７年 14.7 36.4 -6.6 2.3 北） 1,250.5 2015

平成２８年 14.6 36.7 -7.6 2.2 北） 1,213.0 2016

１月 3.1 15.5 -7.6 2.3 北） 76.0

２月 4.5 20.9 -6.3 2.3 北北東 33.5

３月 8.2 21.6 -6.3 2.5 北 53.0

４月 13.6 24.9 0.3 2.8 南南東 138.5

５月 18.9 31.3 10.0 2.6 南南東) 69.0

６月 21.7 32.2 9.7 2.3 南南東 96.0

７月 24.3 34.5 17.9 1.9 北北東 49.0

８月 26.1 36.7 18.3 2.5 北 267.5

９月 23.3 32.9 16.2 2.1 北 172.5

１０月 16.8 32.4 4.7 1.7 北 70.0

１１月 9.3 19.9 -3.1 1.8 北 114.5

１２月 5.9 18.4 -5.3 2.1 北北西 73.5

資料：水戸地方気象台
注１） 数値等は下館地域気象観測所（筑西市西石田）のデータ。
注２） 「値）」は統計値を求める上で、対象となる資料の一部が許容する範囲内で欠けている場合（準正常値）。

　　筑西市は、東京から北へ約７０ｋｍの距離にあり、市の中心は東経１３９度５８分、北緯３６度１８分で
　茨城県の西部に位置し、東西は約１５ｋｍ、南北は約２０ｋｍで２０５．３０ｋ㎡の面積を有している。

南は、下妻市及びつくば市に隣接し、東は桜川市に、西は結城市、八千代町及び栃木県小山市

　に、そして北は栃木県真岡市に隣接している。
　　地形は概ね平坦で鬼怒川、小貝川などが南北に貫流し、肥沃な田園地帯を形成している。

道路体系は、市のほぼ中心を東西方向に国道５０号、南北方向に国道２９４号が整備され、この２
路線が交差した部分が市の中心部になり、さらにここから石岡市・つくば市・古河市方面に放射状

　に県道が整備されている。
鉄道は、東西にＪＲ水戸線が走り、下館駅を起点として南は取手まで関東鉄道常総線、北は茂木

　まで真岡鐵道真岡線が運行されている。

総面積(ｋ㎡） 東　西(㎞） 南　北(㎞）
海　抜(m）

各年１月１日現在　単位：ｋ㎡ 

資料：課税課（概要調書）

年(月)次
気　温(℃) 風　速(m/s) 降水量

(mm)
西 暦
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 ６　市民のくらし

Ｈ２８ Ｈ２８ Ｈ２８

Ｈ２８ Ｈ２７ Ｈ２７

Ｈ２８ Ｈ２８ Ｈ２７

Ｈ２８ Ｈ２６ Ｈ２８

 世帯人口　     出生

 離婚　 婚姻　

1k㎡あたり 505.5人

１日あたり 3.7人

 人口密度

１人あたり 3,023千円 

 市職員　

市民 118.5人に１人

１世帯あたり 2.9人

１人あたり 692,111円 

 市民所得

１日あたり 0.5組

１日あたり 7.3人

 市の予算　

 市税 転入　

 　 １人あたり 151,166円　　

１日あたり 1.1組

１日あたり 1.9人

 死亡　

１日あたり 8.0人 

 転出
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        児童数 13.5人

Ｈ２８ Ｈ２６ Ｈ２８

Ｈ２８ Ｈ２８ Ｈ２８

Ｈ２８ Ｈ２７ Ｈ２７

80.3％

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２７

        市民1,369人に１人

 歯科医師 

 消防職員  教員

教員1人あたり生徒数 12.6人市民979人に１人

 医師
        市民890人に１人

１日あたり 114.4ｔ

 商店数　

市民106人に１店舗

 下水道供用開始区域における

 水洗化率
１日あたり 25,978㎥

１日あたり 110.9ｔ

 水道配水量

１日あたり 発生 2.4件  
 　      検挙 0.7件

 し尿処理量

 救急出動  火災　

 ごみ処理量　

１日あたり 12.7回 １か月あたり 3.8件

 刑法犯

１日あたり 0.8件

 交通事故　
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分
類

項　　　　　　目 基準日・年・年度

　総面積 205.30㎢ 12位 - 平成27年10月1日

　可住地面積 195.59㎢ 2位 - 平成27年10月1日

　総人口 104,617人 8位 - 平成27年10月1日

　一般世帯人員
　 　（１世帯当たり人員）

2.93人 10位 2.60人 平成27年10月1日

　人口密度
　 　（総面積１㎢当たり）

510人 22位 479人 平成27年10月1日

　年少人口割合
　 　（１４歳以下）

12.4% 23位 12.9% 平成27年7月1日

　生産年齢人口割合
　 　（１５～６４歳）

59.7% 23位 60.6% 平成27年7月1日

　老年人口割合
　 　（６５歳以上）

27.9% 21位 26.5% 平成27年7月1日

　出生率
　 　（千人当たり）

6.8‰ 25位 7.6‰ 平成26年

　死亡率
 　　（千人当たり）

12.2‰ 19位 10.5‰ 平成26年

　１人暮らし老人数
　 　（６５歳以上１万人当たり）

494.0人 36位 807.6人 平成27年4月1日

　未婚率 20.59% 29位 21.80% 平成22年10月1日

　外国人割合 1.93% 18位 1.85% 平成27年12月31日

　市町村内総生産 415,027百万円 8位 - 平成25年度

　製造品出荷額等
　 　（４人以上の事業所）

628,941百万円 6位 - 平成26年

　商品販売額 196,584百万円 9位 - 平成25年

　小売事業所売り場面積 125,033㎡ 7位 - 平成26年7月1日

　就業構造（第１次産業） 8.63% 14位 5.84% 平成22年10月1日

　就業構造（第２次産業） 35.74% 11位 28.24% 平成22年10月1日

　就業構造（第３次産業） 52.57% 34位 60.79% 平成22年10月1日

　財政力指数（※注２） 0.715 20位 0.696 平成26年度

　実質公債費比率（※注３） 10.5% 10位 8.5% 平成26年度

　市町村民税
　 　（住民１人当たり）

59.47千円 21位 64.47千円 平成25年度

　固定資産税
　 　（住民１人当たり）

59.30千円 19位 64.79千円 平成25年度

　歳出決算総額
　 　（住民１人当たり）

374.86千円 24位 374.93千円 平成25年度

　保育所数
　 　（１０万人当たり）

20.07所 23位 19.12所 平成27年4月1日

　幼稚園数
　 　（１０万人当たり）

5.74園 38位 10.01園 平成27年5月1日

　公立小学校児童数
　 　（教員１人当たり）

14.33人 24位 15.18人 平成27年5月1日

　公立中学校生徒数
　 　（教員１人当たり）

13.53人 18位 13.28人 平成27年5月1日

　公立小学校長期欠席率
　 　（児童千人当たり）

2.00‰ 34位 3.68‰ 平成26年度

　公立中学校長期欠席率
　 　（生徒千人当たり）

20.10‰ 35位 28.55‰ 平成26年度

　運動広場数
　 　（１０万人当たり）

20.01所 10位 13.80所 平成26年10月1日

７　茨城県内での「ちくせい」早わかり
県内順位
（※注１）

土
　
地
・
人
　
口

経
　
済
・
財
　
政

教
　
育
・
文
　
化

  筑西市の
指標値・実数値

県内４４市町村の
平均値
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分
類

項　　　　　　目 基準日・年・年度

　水道普及率 91.30% 34位 93.95% 平成27年3月31日

　汚水処理人口普及率 71.90% 29位 81.50% 平成27年3月31日

　下水道普及率 32.20% 34位 60.00% 平成27年3月31日

　ごみ収集量
　　 （１日１人当たり）

741ｇ 40位 930ｇ 平成26年度

　道路実延長
　 　（総面積１万㎡当たり）

137.54m 7位 91.74m 平成26年4月1日

　市町村道舗装率 67.64% 20位 62.70% 平成26年4月1日

　自家用乗用車保有台数
　 　（千人当たり）

713.3台 11位 659.5台 平成27年3月31日

　国民年金受給金額
　 　（受給権者１人当たり）

635.6千円 31位 645.3千円 平成27年3月31日

　生活保護被保護実人員
　 　(千人当たり）

8.0人 18位 9.0人 平成26年度

　一般病院数
　 　(１０万人当たり)

4.8所 24位 5.5所 平成26年10月1日

　一般診療所数
　 　(１０万人当たり)

71.5所 4位 58.9所 平成26年10月1日

　医師数
　 　(１０万人当たり)

108.6人 20位 169.5人 平成25年12月31日

　看護師・准看護師数
　 　(１０万人当たり)

836.4人 18位 949.3人 平成25年12月31日

　歯科診療所数
　 　(１０万人当たり)

53.3所 8位 47.9所 平成26年10月1日

　歯科医師数
　 　(１０万人当たり)

71.5人 9位 65.7人 平成25年12月31日

　生活習慣病による死亡者数
　 　（１０万人当たり）

653.6人 19位 589.3人 平成26年

　国民健康保険医療費
　 　（被保険者１人当たり）

308,593円 13位 290,773円 平成26年度

　火災発生件数
　 　(１０万人当たり)

43.47件 27位 46.91件 平成25年

　建物火災損害額
　 　(１人当たり)

1,253円 14位 2,180円 平成25年

　交通事故発生件数
　 　(千人当たり)

3.51件 27位 4.29件 平成26年

　交通事故死傷者数
　 　(１０万人当たり)

491.6人 24位 568.0人 平成26年

　刑法犯認知件数
　 　(千人当たり）

10.38件 18位 10.44件 平成26年

資料：市町村早わかり（編集・発行：県統計課、発行月：平成28年6月）

注１）各項目ごとの県内順位は、数値を見やすくするための目安として、大小順に付したものである。

注２）財政力指数は、地方公共団体の財政力を示す指数であり、財政力指数が高いほど財源に余裕があるものとされる。

注３）実質公債費比率は、自治体の実質的な借金が財政規模に占める割合のことであり、数値が高いほど返済の負担
　　　が重いことを示す。

県内順位
（※注１）
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